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特集❶

　木曽牛の消費拡大と畜産農家への応
援を込めて、木曽牛の旨味が詰まった
レトルト商品『キーマカレー』と
『ビーフシチュー』を発売しました。
　ご家族の皆さんでお手軽に食卓で味わ
い「木曽牛」を身近に感じてください。
　お土産としてもおすすめします。

ご注文は下記で承ります
生活センター ☎0264‒23‒2112
小木曽営農資材センター ☎0264‒36‒2045
開田営農資材センター ☎0264‒44‒2001
王滝生活店 ☎0264‒48‒2121
南木曽営農資材センター ☎0264‒57‒2032
グリーンファームきそ ☎0264‒22‒3061



※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。

2024年産米の検査始まる
　９月12日　ＪＡは2024年産米の初検査と目
合わせ会を南木曽町の南部ライスセンターで行
いました。この日は南木曽町や大桑村で収穫さ
れたコシヒカリ742袋（１袋30㎏）をＪＡの
検査員が検査。米袋から採取した玄米の水分や
形質、整粒歩合などをチェックし等級の格付け
をしました。猛暑による品質への影響が懸念さ
れますが平年並みの収穫量を見込んでおり、米
の集荷と検査は管内で11月初旬まで続きます。

福島小学校３年生「御嶽はくさい」の見学 福島小学校　米作りの学習
　９月10日　福島小学校５年２組の児童が米
作りの学習で６月に田植えをした水田を訪れま
した。定期的に記録してきた生育状況や管理し
たことをＪＡの職員と水田の所有者の中島さん
（木曽町）が説明し、児童からの質問に答えま
した。質問はＳＤＧsに関することや昨今の米
不足についてなど多岐にわたりました。中島さ
んは「米不足について皆さんができる第１歩は
食べ残しをしないこと」と話し児童は熱心に聞
いていました。次回は２年生と一緒に稲刈りの
体験となります。

　８月27日　福島小学校３年生が開田高原の
圃場と集荷場の予冷庫を見学し「御嶽はくさ
い」の生産を学習しました。
　圃場では生育過程や収穫について、予冷庫で
はハクサイがどのように市場へ届くのかをＪＡ
営農技術員が説明しました。予冷庫の中の寒い
くらいの温度とたくさん積まれた段ボールの量
に児童たちは驚いていました。採れたてのハク
サイの試食では、「野菜が嫌いだけれど、この
ハクサイはおいしい」と喜ぶ児童もいました。

収穫の仕方を見る児童収穫の仕方を見る児童

念入りに検査する職員念入りに検査する職員

稲刈り間近の水田と児童稲刈り間近の水田と児童

　９月25日　伊那文化会館（伊那市）で「Ｊ
Ａ長野県女性のつどい」が開催され当ＪＡ女性
部からも33人が参加しました。
　ＩＴエバンジェリスト（※）の若宮正子さん
の講演会のほかＪＡ上伊那の皆さんによるマツ
ケンサンバのダンス披露、フレッシュミズの体
験発表などがありました。
　若宮さんの講演は、これからは人手不足や差
を埋めるためデジタルやテクノロジーに頼る時
代になり、高齢者もデジタルに強くなる必要が
あることや何かを始めるのに年齢は関係ない、
とにかくバッターボックスに立ってみようと元
気を与えてくれる内容でした。
※ＩＴの最新技術を伝えるスペシャリスト

県下のＪＡ女性組織が集う女性部女性部
だよりだより
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　牛ふんなどのたい肥は土壌改良資材として畑で利用され
ています。今回はそんなたい肥を入れる目的・注意点をご
紹介します。

注意点
　上記のような利点もありますが、注意点もあります。

①たい肥の入れすぎ
　 　たい肥の中には肥料効果が高いものもあります。代表的な
ものでケイフンが該当します。ケイフンは100㎏当たり約２
㎏のチッソが含まれ、肥料としての効果も早いです。肥料代
わりに入れても大丈夫なくらいですが、ケイフンを牛ふん等
の代わりにして化成肥料も入れてしまうと肥料過多になって
しまうので入れる場合はどちらかの量を減らしましょう。
　 　その他のたい肥も肥料効果がないわけではありませんの
で、適正量入れましょう。
②未熟たい肥
　 　牛ふん等完全に発酵しきっていないたい肥は畑の害となる
ことがあります。くさい匂いを放つたい肥はまだ未熟たい肥
ですので施用はしないようにしましょう。
③改善効果はすぐには出ない
　 　たい肥は入れて１年で効果を発揮するものではありませ
ん。何年もの間入れ続けて効果が出てきます。よりよい土を
作るためにも毎年入れるのがお勧めです。

土壌の柔軟化
効果として一番わかりやすいのが土を柔らかくするこ

とだと思います。有機物を入れることによってフカフカな
土となり植物の根が張りやすい環境になります。柔らかい
土には空気も多く含みますので通気性も上がります。

肥料の効果を上げる
　牛ふんや稲ワラたい肥などはそこまで肥料効果は高くありません。100㎏施用してもチッソは約
0.15㎏ほどです（BB552は100㎏で約15㎏のチッソ量）。肥料効果もゆっくりと効いてくるものが多
いです。ただし、有機物に含まれる腐植というものは肥料成分を流れにくくする力があります。そのた
め、たい肥によって肥料は流出しづらく野菜によく効いてくるようになります。

土壌中の微生物環境の改善
　たい肥には有機物を分解する様々な微生物がたくさんいます。たい肥の
微生物が畑に入ることで土壌中にいる病気の元となる特定の微生物たちは
増殖しづらくなり、多様な微生物がいるバランスの良い畑になります。

グリーンファームで販売している
木曽有機と発酵牛ふん



10月のお休み：定休日（毎週水曜日）、31日㈭…棚卸し休業日
営業時間：午前 8：30～午後 5：00　グリーンファームきそ　☎22-3061

ホワイト６片にんにくホワイト６片にんにく

穴あき黒マルチ穴あき黒マルチ

青森県産にんにく種青森県産にんにく種

野沢菜・タマネギ用野沢菜・タマネギ用

島根県産にんにく種

一坪菜園用一坪菜園用

有機入り

500g500g

１㎏１㎏

95×50m 4列穴95×50m 4列穴 95×5m 5列穴95×5m 5列穴

2,1502,150円円 250g250g

900900円円4,1004,100円円

1,2401,240円円

粒が大きく、引き締まっており、濃粒が大きく、引き締まっており、濃
厚な独特の甘みが厚な独特の甘みが
あるといわれます。あるといわれます。

家庭菜園用につくられた家庭菜園用につくられた
マルチで、めんどうな穴マルチで、めんどうな穴
あけ作業がいりません！あけ作業がいりません！

大きさはジャン大きさはジャン
ボですが、味はボですが、味は
マイルドです。マイルドです。

穴あけ作業不要穴あけ作業不要

玉ねぎの植え付け玉ねぎの植え付け
時に混ぜるだけで時に混ぜるだけで
収穫まで肥料効果収穫まで肥料効果
が続きます。が続きます。

穴あきマルチ穴あきマルチ

ジャンボにんにくジャンボにんにく

40L40L 680680円円
畑の土をやわらか畑の土をやわらか
くします。くします。 15kg 15kg 

550550円円

畑の土をやわら畑の土をやわら
かくします。かくします。

355355円円

冬物衣類を豊富にご用意いたします。冬物衣類を豊富にご用意いたします。

水野刃物水野刃物

信濃ニット信濃ニット（19日のみ）（19日のみ）

漬物用品、暖房器具、各種刃物 ほか漬物用品、暖房器具、各種刃物 ほか

10/19土 ～ 20日

1,650円

玉ねぎ・ネギ一発肥料玉ねぎ・ネギ一発肥料

土壌改良資材　たい肥土壌改良資材　たい肥

《注文・お問い合わせ》ＪＡ木曽 生活センター  ☎23-2112《注文・お問い合わせ》ＪＡ木曽 生活センター  ☎23-2112

2.5㎏2.5㎏

2,3202,320円円

木曽有機木曽有機
土壌改良資材　たい肥土壌改良資材　たい肥

完熟発酵完熟発酵
牛ふん牛ふん

10月１日から18日までのお買物でＪＡ祭の抽選会に
参加できる抽選券を金額に応じて進呈します。 （価格は税込みです）（価格は税込みです）（価格は税込みです）

特集オオーータムタム



特集❷

参考資料：東京都医師会ホームページ
ヘルスリテラシーって何？
https://www.tokyo.med.or.jp/
healthliteracy
イラスト：ゆきたけし

　自分で手軽にフレイルをチェックで
きる１つの方法として、筋肉量を測る
「指輪っかテスト」があります。筋肉が
衰えていると指と足の間に隙間ができ、
フレイルである可能性が考えられます。

　習慣的な運動も大切です。
散歩や階段の上り下りを増や
すのもお勧めです。適度な日
光浴により体内でビタミンD
が生成されます。

両手の親指と
人さし指で輪を作る

利き足ではない方のふくらはぎの
一番太い部分に当てる
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　肺炎球菌ワクチンは高齢者を
対象に定期接種になっており、
１回の接種で５年以上の効果が
続くことが認められています。

ワクチンで
予防しよう！

　自分だけでなく、家族や友人に変化
を感じたら、かかりつけ医や「物忘れ
外来」に相談を。

　自覚したとしても「年のせいだから」と我慢してしまう
傾向があり、発見が遅れることもあります。

むくみ 体重増加

少し歩いただけで
息切れがする

　

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳

細
胞
に
障
害
が
起
き
、
認
知
機
能
が
低
下

し
て
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
状
態
の
こ

と
。
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気
は
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
脳
細
胞
の
変
性
が
原
因
の
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
レ
ビ
ー
小
体
病
、
前

頭
側
頭
変
性
症
の
他
、
脳
卒
中
な
ど
の
脳
血

管
の
病
気
に
よ
る
認
知
症
も
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
欠
乏
症
、
水
頭
症
な
ど
の
よ
う
に
、

治
療
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
治
癒
が
期
待
で
き

る
病
気
も
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
主
な
症
状
は
、
記
憶
障
害
や

理
解
力
・
判
断
力
の
低
下
な
ど
で
す
。
さ
ら

に
不
安
感
、
痛
み
な
ど
の
不
快
感
、
居
心
地

の
悪
さ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
要
因
が
加

わ
る
こ
と
で
、
落
ち
着
き
が
な
く
な
る
、
怒

り
っ
ぽ
く
な
る
、
妄
想
を
抱
く
と
い
っ
た

「
行
動
・
心
理
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）」
が
加
わ

り
ま
す
。

　

定
年
後
は
、
自
分
で
自
分
の
健
康
を
守

る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
り

ま
す
。
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

定
期
的
に
身
体
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
機
会
を
逃
す
こ

と
は
、
病
気
発
見
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

を
高
め
て
、
健
康
で
充
実
し
た
毎
日
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
以
外
の
人
と
接
す
る
機
会
が
減
っ

た
り
、
長
年
続
け
て
き
た
生
活
リ
ズ
ム
が

変
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
精
神
的
な
不

調
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ず
っ

と
仕
事
中
心
の
生
活
で
、
定
年
後
に
地
域

の
中
で
の
人
間
関
係
を
築
き
に
く
い
よ
う

な
方
た
ち
を
対
象
に
、
市
民
グ
ル
ー
プ
へ

の
参
加
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、

問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
と
、
認
知
症
に
よ

る
物
忘
れ
は
、
区
別
す
る
の
が
難
し
い
も
の

で
す
が
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
た

ら
、
認
知
症
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
物
忘
れ
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
け
な
く

な
る

●
食
事
の
内
容
だ
け
で
な
く
食
べ
た
こ
と
自

体
を
忘
れ
る
な
ど
、
体
験
し
た
こ
と
全
て

を
忘
れ
る

●
い
つ
も
捜
し
物
を
し
て
い
て
、
誰
か
が
盗

ん
だ
と
思
っ
て
し
ま
う

　

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気
の
中
に
は

薬
や
手
術
で
治
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど

は
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
現
状
で
は
完
全
に
治
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
行
動
・
心
理
症
状
を
悪
化
さ
せ

な
い
よ
う
な
心
の
支
援
も
重
要
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
禁
煙
は
認
知
症

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
取
り
、
適
度
な
運
動
を
習
慣

に
し
ま
し
ょ
う
。
趣
味
の
活
動
な
ど
を
楽

し
み
、
積
極
的
に
人
と
交
流
す
る
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

え
、
ま
さ
か
！

え
、
ま
さ
か
！

こ
の
私
が
認
知
症
？

こ
の
私
が
認
知
症
？

定
年
後
こ
そ

定
年
後
こ
そ

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

日
常
生
活
に
支
障
が
出
た
ら
要
注
意

定
年
後
は
疾
患
リ
ス
ク
が
上
昇
す
る
？

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
と
認
知
症
は
ど
う
違
う
？

　

心
不
全
と
は
、
心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が

低
下
し
て
、
全
身
の
臓
器
に
十
分
な
血
液

を
送
り
出
せ
な
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

　

心
臓
の
機
能
は
加
齢
に
伴
い
低
下
す
る

た
め
、
高
齢
者
ほ
ど
注
意
が
必
要
で
す
。

症
状
と
し
て
は
、
動
悸
（
ど
う
き
）
や
息

切
れ
、
呼
吸
困
難
、
体
重
の
増
加
、
む
く

み
、
疲
労
感
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
高
齢
者
で
は
、
は
っ
き
り
し
た
自
覚

が
な
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ド
キ
ド
キ
、

そ
の
ド
キ
ド
キ
、

心
不
全
か
も
？

心
不
全
か
も
？

自
覚
症
状
が
少
な
い
高
齢
者
の
心
不
全

　

心
不
全
の
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
こ
れ
ま
で
普
通
に
で
き
て
い
た
動
作
が
で

息
切
れ
や
急
な
体
力
低
下
に
注
意

何だっけアレ？

「年のせい」と思い込んで、
そのままにしていませんか？

あー、アレね

れ
が
す
る
」
な
ど
の
不
調
を
感
じ
た
ら
、
必

ず
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

き
な
く
な
っ
た
」「
急
に
体
力
が
落
ち
た
」

「
急
に
体
重
が
増
え
た
」「
動
悸
や
息
切
れ
が

増
え
た
」
な
ど
の
症
状
で
す
。
こ
う
し
た
症

状
が
現
れ
た
ら
我
慢
せ
ず
に
、
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
常
生
活
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
と
相
談

し
て
、
塩
分
や
水
分
の
摂
取
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
過
度
の
飲
酒
や
過
食
、
長

時
間
の
入
浴
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
喫
煙
は
控
え
ま
し
ょ
う
。



古  

坂
　
　
房  

選

俳
句
募
集
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終
戦
日
遺
児
も
米
寿
と
な
り
に
け
り

ひ
か
る
汗
三
旗
の
真
中
日
章
旗

十
二
キ
ロ
痩
せ
て
卒
寿
の
夏
終
る

明
々
と
松
明
燃
や
し
迎
へ
盆

宿
場
練
る
長
持
唄
や
宵
祭

終
戦
日
問
わ
ず
語
り
の
卒
寿
婆

葛
の
花
村
人
だ
け
が
知
る
小
径

藤
村
忌
木
曽
路
は
今
も
山
の
中

新
涼
や
眠
り
を
誘
ふ
川
の
音

円
空
の
仏
も
暑
か
ろ
等
覚
寺

父
と
子
が
料
理
を
作
る
盆
休
み

青
空
に
向
か
っ
て
開
く
芙
蓉
か
な

無
事
飛
べ
よ
巣
立
遅
れ
の
燕
の
子

海
の
色
し
て
朝
顔
の
花
開
く

百
年
の
桃
介
橋
や
揚
げ
花
火

一
陣
の
風
に
線
香
花
火
落
つ

秋
海
棠
今
年
も
ピ
ン
ク
一
色
に

胡
瓜
に
は
味
噌
を
潜
ら
せ
ま
る
か
じ
り

か
ぶ
り
つ
く
西
瓜
の
果
汁
し
た
た
ら
す

涼
風
の
か
ゆ
ふ
座
敷
に
吾
子
眠
る

花
火
手
に
門
火
に
集
ふ
子
等
も
な
く

亡
き
夫
の
新
盆
過
ぎ
夢
ご
こ
ち

王　

滝　

水　

宅　

ゆ　

き

大　

桑　

木
戸
口　

信　

幸

大　

桑　

桶　

田　

平　

好

上　

松　

村　

仲　
　
　

徹

大　

桑　

加　

藤　

孝　

治

上　

松　

堀　

川　

悦　

子

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

南
木
曽　

楯　
　
　

美　

江

上　

松　

吉　

村　

行　

男

南
木
曽　

赤　

坂　

ひ
で
子

上　

松　

石　

田　

な
つ
子

王　

滝　

森　
　
　

寿
美
恵

王　

滝　

小　

山　
　
　

誠

奈
良
井　

工　

藤　

勇　

三

南
木
曽　

山　

田　

富
美
子

木　

祖　

岩　

原　

政　

広

上　

松　

池　

田　

郁　

代

上　

松　

高　

柳　

和　

義

贄　

川　

小
澤　

ゆ
ず
り
ん

三　

岳　

南　

村　

美
千
代

上　

松　

武　

居　

和　

江

王　

滝　

松　

越　

柳　

子

【
選
評
】
●
ゆ
き
さ
ん
…
月
日
の
経
つ
早
さ
、
終
戦
か
ら
七
十
九
年
昭
和
も
遠
く
な
り
ま
し
た
。
地
球

上
で
は
ま
だ
ま
だ
戦
を
し
て
い
る
国
も
あ
り
見
る
た
び
に
戦
を
し
て
は
な
ら

な
い
と
つ
く
づ
く
思
う
。

●
信
幸
さ
ん
…
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
日
の
丸
が
揚
り
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
日
頃
の
絶
え
間
な
い
努
力
が
偲
ば
れ
ま
す
。

●
平
好
さ
ん
…
夏
痩
せ
と
は
い
え
十
二
キ
ロ
は
す
ご
い
。
体
格
の
よ
い
方
で
も
大
丈
夫
で
す

か
と
云
い
た
い
。
味
覚
の
秋
御
自
愛
く
だ
さ
い
。

選
者
の
一
句

  

あ
き
つ
群
る
無
垢
の
日
差
し
へ
峡
ひ
と
日

尾
羽
林
も
と
ゑ  

選

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

真
夜
中
に
湯
呑
み
に
て
熱
き
白さ

湯ゆ

を
飲
む
し
ば
し
の
平
穏
喉の
み
ど

過
ぎ
ゆ
く

南
木
曽　

藤　

原　
　
　

勝

Ｂ
29
が
消
え
て
嬉
し
か
り
し
終
戦
日
い
ま
大
空
に
白
雲
ゆ
う
ゆ
う

大　

桑　

金　

澤　

紀　

子

夕
顔
の
白
き
花
咲
く
池
の
辺
に
今
年
の
酷
暑
し
ば
し
忘
れ
む

大　

桑　

髙　

橋　

志
げ
子

暗
闇
に
赤
い
火
の
玉
浮
か
ぶ
ご
と
祭
り
を
告
げ
て
提
灯
並
ぶ

大　

桑　

古　

谷　

ふ
み
子

ベ
ー
ジ
ュ
色
の
子
の
買
ひ
く
れ
し
夏
帽
子
か
ぶ
れ
ば
軽
く
暑
さ
忘
る
る

上　

松　

古　

田　

澄　

子

盆
が
過
ぎ
祭
り
の
稽
古
始
ま
り
て
友
の
笑
顔
に
会
話
も
は
ず
む

上　

松　

野　

口　

英　

作

妹
と
判
り
し
姉
を
抱
き
よ
せ
て
三
人
姉
妹
の
和
み
の
昼
餉

三　

岳　

小　

坂　

信　

子

時
期
早
き
つ
く
つ
く
法
師
の
初
鳴
き
が
途
切
れ
途
切
れ
に
聞
こ
え
来
る
な
り

三　

岳　

大　

豆　

ふ
み
子

残
暑
な
る
畑
へ
か
け
来
て
孫
二
人
バ
ア
バ
の
西
瓜
と
両
手
に
掲
ぐ

日　

義　

越　

取　

思
正
子

茄
子
畑
よ
り
錆
び
た
鋏
の
こ
ろ
げ
出
づ
わ
が
物
忘
れ
増
し
ゆ
く
悲
し

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

お
に
や
ん
ま
赤あ
か

蜻と
ん
ぼ蛉
が
飛
ぶ
里
の
野
辺
夏
の
終
は
り
か
秋
の
気
配
か

木　

祖　

田　

上　

二　

枝

入
院
し
手
入
れ
怠
り
し
月
下
美
人
み
ご
と
に
咲
き
て
わ
れ
を
励
ま
す

奈
良
井　

工　

藤　

勇　

三

佳　

作

【
選
評
】
①
何
年
経
て
も
亡
き
夫
君
を
恋
い
、
高
齢
に
な
ら
れ
て
も
瑞
々
し
い
感
覚
の
失
せ
な
い
作
者
に
脱
帽

す
る
。
長
峰
峠
に
通
ず
る
開
田
高
原
の
松
虫
草
は
花
が
大
振
り
で
、
色
が
薄
青
色
の
絶
品
と
思
う
。

②
ナ
イ
タ
ー
は
堪
能
す
る
試
合
で
、
贔ひ

い
き屓

す
る
チ
ー
ム
が
勝
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
秋
の
訪
れ

を
知
ら
せ
る
よ
う
に
鈴
虫
が
鳴
き
始
め
ま
し
た
。

③
掛
矢
は
大
き
な
槌
の
こ
と
。
威
勢
の
い
い
新
築
の
情
景
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

秀　

作

①

乱
れ
咲
く
松
虫
草
を
夫
と
愛
で
し
長
峰
峠
の
と
ほ
き
日
を
恋
ふ

大　

桑　

科　

野　

八　

重

②

ナ
イ
タ
ー
の
テ
レ
ビ
を
消
せ
ば
昂
り
を
や
さ
し
く
冷
ま
し
鈴
虫
の
鳴
く

新　

開　

池　

井　

十
与
子

③

新
築
の
棟
上
げ
を
す
る
掛
矢
の
音
祝
い
て
晴
れ
や
か
空
に
谺
す

開　

田　

嶽　

見　

和　

子

短
歌
募
集

※一人はがき１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
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［≪12月号掲載作品を募集中です≫編集の都合により、10月末日までの到着はがきにて選考いたします。］
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豆
腐

10
月
２
日
は
豆
腐
の
日
。
豆
腐
は
、

夏
は
冷
や
や
っ
こ
、
冬
は
湯
豆
腐
と
一

年
中
楽
し
め
ま
す
。
冷
や
や
っ
こ
の
薬

味
は
シ
ョ
ウ
ガ
や
ネ
ギ
が
定
番
で
す
ね
。

私
は
塩
を
パ
ラ
っ
と
か
け
、
ご
ま
油
を

チ
ラ
リ
と
垂
ら
す
の
も
好
き
で
す
。
塩

も
ご
ま
油
も
質
の
良
い
も
の
を
少
し
だ

け
か
け
る
の
が
こ
つ
で
す
。

　

昔
は
豆
腐
店
に
ボ
ウ
ル
を
持
っ
て
い

く
と
手
で
す
く
っ
て
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
昔
の
豆
腐
は
日
持
ち
が
短
い
で
す

が
、
今
で
は
製
造
方
法
や
容
器
包
装
の

工
夫
に
よ
っ
て
15
日
間
賞
味
期
限
が
あ

る
豆
腐
も
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
豆
腐
メ
ー
カ
ー
は
、
夏
の
冷
や

や
っ
こ
は
、
前
日
よ
り
気
温
が
ぐ
ん
と

上
が
っ
た
と
き
に
売
れ
る
と
い
う
傾
向

を
突
き
止
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
と
う

ふ
指
数
」
と
名
付
け
、
売
れ
そ
う
な
日

に
出
荷
し
、
そ
う
で
な
い
日
は
出
荷
を

減
ら
し
た
と
こ
ろ
、
年
間
１
０
０
０
万

円
以
上
も
の
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
作
る
前
に
減
ら
す
（
リ

デ
ュ
ー
ス
）
こ
と
が
食
品
ロ
ス
削
減
に

お
い
て
は
と
て
も
大
切
で
す
。
家
庭
で

も
同
様
で
、
買
い
過
ぎ
・
作
り
過
ぎ
を

控
え
、
適
量
を
買
っ
て
作
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
リ
デ
ュ
ー
ス
が
最
も
お
金
と

資
源
の
節
約
に

な
る
の
で
す
。

　

買
っ
て
き
た

豆
腐
は
、
中
の

水
が
黄
色
く
濁
っ
て
い
る
場
合
は
密
閉

容
器
に
移
し
替
え
、
毎
日
、
水
を
取
り

替
え
る
と
日
持
ち
し
ま
す
。
冷
凍
す
る

と
高
野
豆
腐
（
し
み
豆
腐
）
み
た
い
な

食
感
に
な
り
ま
す
。

　

豆
腐
を
作
る
工
程
で
で
き
る
副
産
物

の
お
か
ら
は
、
生
の
ま
ま
だ
と
日
持
ち

し
ま
せ
ん
。
お
か
ら
全
体
の
生
産
量
の

う
ち
、
人
間
が
食
べ
て
い
る
の
は
た
っ

た
１
％
と
の
こ
と
。
残
り
は
家
畜
の
飼

料
に
、
も
し
く
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て

捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
お
か
ら
を
乾
燥
さ
せ
た
お

か
ら
パ
ウ
ダ
ー
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
め
の
粗
い
も
の
か
ら
細
か
い
も
の
ま

で
あ
り
、
用
途
に
合
わ
せ
て
使
え
ま
す
。

賞
味
期
限
が
６
カ
月
以
上
あ
る
商
品
も

あ
る
の
で
便
利
で
す
。
私
は
毎
朝
作
る

野
菜
と
果
物
の
ス
ム
ー
ジ
ー
に
、
き
な

粉
と
一
緒
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

豆
腐
は
も
ち
ろ
ん
、
お
か
ら
や
き
な

粉
な
ど
大
豆
製
品
を
上
手
に
日
持
ち
さ

せ
、
食
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

脳
ト
レ
！

脳脳脳脳脳脳脳
トトトト
レレレレレレ
！！！    

手
足
の
体
操

手手手手手手
足足足足足足
のののののの
体体体体体体体
操操操操操操操
健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

井
出　

留
美

⑴両手を肩の辺りに持ってきて軽く握ります。
右手の人さし指を立てて構え、左右のこぶし
の小指側を合わせるようにトントンと２回たた
きます。視線は右手の人さし指に合わせます。

⑵３回目で、右手の人さし
指を元に戻し、左手の人さ
し指を立てます。視線も左
手の人さし指に合わせます。

⑶左右のこぶしの小指
側をトントンと２回たた
きます。視線は左手の
人さし指に合わせます。

⑷３回目で、左手の人さし
指を元に戻し、右手の人さ
し指を立てます。視線も右
手の人さし指に合わせます。

⑸⑴から⑷を５セット
繰り返します。

指先が飛び移るように指を素早く入れ替える
　

反
射
神
経
を
鍛
え
る
体
操
の
３
回
目

で
す
。
こ
ぶ
し
の
小
指
側
を
ト
ン
ト
ン

と
た
た
く
こ
と
で
、
動
き
に
弾
み
が
出

ま
す
。「
ト
ン
、
ト
ン
、
ト
ー
ン
。
ト

ン
、
ト
ン
、
ト
ー
ン
」
と
声
に
出
し
な

が
ら
行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

慣
れ
て
き
た
ら
秒
針
の
速
度
に
挑

戦
。
左
右
に
飛
び
移
る
指
先
を
見
な
が

ら
繰
り
返
す
と
目
の
老
化
防
止
に
も
役

立
ち
ま
す
。
気
持
ち
良
い
程
度
の
強
さ

で
た
た
き
な
が
ら
テ
ン
ポ
良
く
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
小
指
側
の
一
番
出
っ
張
る
部

分
に
は
「
後
渓
（
こ
う
け
い
）」
と
い

う
つ
ぼ
が
あ
り
ま
す
。
腕
の
血
流
不
良

の
改
善
に
効
果
が
あ
り
、
老
廃
物
の
排

出
も
促
し
ま
す
。
頭
痛
、
首
や
肩
凝

り
、
目
の
疲
れ
な
ど
の
解
消
に
も
お
勧

め
で
す
。

指
を
素
早
く
入
れ
替
え
反
射
神
経
を
鍛
え
る
⑶人さし指でスムーズに行えるようになっ

たら、小指でも挑戦してみましょう。応用

後渓



ＪＡバンク　年金相談会のお知らせＪＡバンク ＪＡバンク 年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じま
す。ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、
年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、印
鑑をご持参ください。

・11月６日㈬　南部支所
　相談時間 10：00～15：30

理事会だより理事会だより

●９月27日㈮開催
【協議事項】
①８月末期中決算状況について
②木曽地域振興㈱ 期中決算状況について
③資産自己査定結果について
④「当組合における取引のリスク評価書（特定
事業者作成書面）」の改正について
⑤令和６年度農政負担金の徴収について
⑥理事者に対する貸出について
⑦組合員の出資口数の減資について
【報告事項】
①業務一般経過報告
②内部監査（中間）報告について
③組合員の状況報告
④令和５年事業年度農協等一斉調査に係る調査
表の提出について
⑤苦情内容および対応状況（令和６年度上半
期）について
⑥事務ミス等の発生状況（令和６年度上半期）
について
⑦ＪＡ木曽次期３ヵ年計画策定について
⑧旧上松支所解体工事スケジュールについて
⑨自主（自店）検査結果報告について
⑩農業生活部事業報告について
⑪余裕金の運用状況について
⑫令和６年度第３四半期余裕金の運用方針につ
いて
⑬広報ＪＡきそ「組合員の声を聴く」投稿報告
⑭組合員の脱退について
 その他

虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

作品例作品例

月　日 場　　所 時　　間
10／20㈰

ＪＡ
虹のホールきそ ９時～17時

10／26㈯
11／５ ㈫
11／11㈪
11／17㈰

■「なんでも相談会」開催ご案内

■ 人形供養祭開催します
　ＪＡ虹のホールきそにて今年も人形供養祭
を開催いたします。
　11月23日（祝）９：00より受付となります。
　詳細については、次月掲載いたします。多
くのご来場をこころよりお待ちしております。

■虹のサークルについて
　９月21日開催の虹のサークルへのご参加
ありがとうございました。次回もご一緒に楽
しみながら活動しましょう。
　ぜひご友人やご家族様お誘いの上ご予約く
ださい。事前予約受付を行っていますので、
お気軽にＪＡ虹のホールきそへご連絡くださ
い。

☎ 0264-23-2513　担当：渡辺

　次回はアロマワックスカップを作ります。
　12月22日㈰13：00から



ＪＡバンクからのお知らせ

※詳しくはお近くのＪ
Ａ木曽

　貯金窓口へお問い
合わせください。





おたよりコーナー 令和６年８月中に令和６年８月中に
いただいたおたよいただいたおたよ
りからりかりからりかりからら

今年はめずらしくカブト虫が夜に飛んでき
ました。昆虫ゼリーを樹に塗っておもてな
しをしてあげました。 （日義：郡上さん）郡上さん）しをしてあげました。 （日義

夏野菜トマトときゅうりはたくさん採れますが
採れすぎて困ってしまいます。トマトはソース
を作り冷凍、きゅうりは味を変えサラダや漬物
にしています。 （新開：堀川さん）新開：堀川さん）にしています。 （新開

４年目にしてやっと成功しました。トウモロコシ
の何と美味しいこと！電柵を張って主人の苦労の
お蔭もあり自分で作った物は感動しました。
 （三岳：小坂さん）

ここ１、２年農業をするようになり暑い中草取
り、草刈りいつも大変に思うのですがこの作業
を義母は何十年も頑張ってやっていたのだと今
さらですが頭が下がります。91才になった義
母ですが変わらず元気に過ごしてくれたらうれ
しいです。 （三岳：越道さん）

ツバメが玄関の扉の所に巣を作りました。
数が減っていると聞くので網を周りに張
り、柱にビニールを巻き付け糸を張り巡ら
せ守っています。 （南木曽：深谷さん）

お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　あさりはカルシウム、カリウム、鉄、亜
鉛などのミネラルを多く含み、特にビタミ
ンB12含有量は貝の中で一番といわれていま
す。血中コレステロールや中性脂肪の減少、
貧血予防や肝臓の解毒機能強化など様々な効
果が期待できる食材です。加熱した時の汁に
うまみ成分や栄養素が含まれるため、煮汁ご
と食べられる調理方法がおすすめです。

一口メモ

①  あさりは殻同士をこすり合わせて汚れを落とし、塩水に入れて砂出し
をし、水気を切ります。

② ほうれん草は３㎝ 程度に切ります。
③ にんにくは粗みじん切りにします。
④ フライパンに③とオリーブオイル、バターを入れ弱火にかけます。
⑤  にんにくの香りが立ってきたら①を加えてサッと炒め中火にして蓋を
し、蒸し焼きにします。

⑥  あさりの殻が開いたら、強火にして②を加えサッと炒め合わせ、Ⓐで
味を調えます。

活あさり ……… 200ｇ
ほうれん草 …… １束
にんにく ……… １片
バター ………… 10ｇ

オリーブオイル …… 小さじ１

Ⓐ|┌ 塩・こしょう … 少々　└ しょうゆ ……… 小さじ1/2

住 所
（〒　　　　　　　　　　　）

氏
ふ り が な

名
年 齢

性 別 男・女

電話番号 職 業

組合員資格
（いずれかに○） 正組合員 准組合員 その他

クイズ答え（番号）

ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望など
（ご意見・ご要望は事業運営の参考とさせていただきます。）

身近な出来事、話題など
（広報誌にて紹介させていただく場合がございます。）

き り と り 線

2024.10月号

き
り
と
り
線



□発　行：木曽農業協同組合
　　　　 長野県木曽郡木曽町福島2800  〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　田屋 万芳

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
2024.10月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱ 環境に優しい再生紙と

ベジタブルインキを使用しています。

※ 出題エリア№は、左図の通り
です。番号を確認のうえ、ご
記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

『
①
・
⑤
・
⑨
』

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

★
当
選
者
の
発
表
は
、
賞

品
の
お
届
け
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

９月号の答え

※ただし、お一人様一通の応募とさせていただきます。
※印刷によるキズや汚れは関係ありません。

今回は南木曽町の南部ライスセンターからの問題で
す。左右の写真を比べると、３ヵ所の間違いがありま
す。挑戦して下さい。クイズの解答を募集します。

　正解者の中から抽選で10名の方に
Ａ・コープ 国産小麦粉使用
「むしパンミックス500ｇ」
をセットでプレゼント。

今月のプレゼント

　右下のハガキを点線で切り取り、必要事項をご記入
の上、郵送またはＪＡ木曽本支所窓口へお持ちいただ
くか、Ａ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しく
ださい。ＪＡ木曽ＨＰからの応募も可能です。

応 募 方 法

◎応募の締切　10月31日㈭ 必着
投函日にご留意ください。

①① ②② ③③
④④ ⑤⑤ ⑥⑥
⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

料金受取人払郵便

差出有効期限

令和８年５月
31日まで
（切手不要）

木曽福島局
承　認

1020 長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
福
島
２
８
０
０

Ｊ
Ａ
木
曽

頭
の
体
操 

 

　

ま
ち
が
い
さ
が
し
に
挑
戦　

宛

　
（
Ｊ
Ａ
木
曽
「
組
合
員
の
声
を
聴
く
」
兼
）

P O S T  C A R D

３ ９ ７ ８ ７ ９ ０

き り と り 線

き
り
と
り
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